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(Chomsky 2000, 2001, 2005) 。インターフェイス条件は概念・意図体系と調音・知覚体系によって課さ
れる制約であり、計算体系が生成する構造はこの条件を最適に満たす。計算体系は併合という操作に






2 つの統語対象の併合によりつくられた新しい統語対象 y の標示の決定に関して、 Chomsky (2005) 
は (2) と (3) に示される原理を提案している。
(2) In lH， αf , H an LI, H is the label. 
(3) If αis internally merged to ﾟ  , forming 1α ， ﾟ f then the label of ﾟ  is the label of 1α ， fﾟ. 
( Chomsky (2005: 11)) 
(2) によると、 H が lexical でかつ XOである場合、 H と α の併合によってつくられる新しい統語対象の
標示は H である。これは (4) で示される。
(4) [HP H [aP αJJ 
一方、 (3) によると、 (5) にあるように、移動の標的が標示となる。
(5) [ﾟP [aP αJ i [ ﾟ […A…JJJ 
ここで、 lexical でありかつ XOの要素 α が F へ移動する場合の (6) を考えよう。
(6) [αi [ﾟP ﾟ  […h…JJJ 
α が ßP へ移動した際、 (2) により、 α が投射できる。これは (7) に示される。
(7) [日 pαi [ﾟP ﾟ  […A…JJJ 
一方、 (3) に従えば、移動の標的である ßP が投射できる。これは (8) に示される。
(8) [ραi [ﾟ' ﾟ  […ム… JJJ
このように、 lexical でありかつ XOの要素が移動した場合、 (2) と (3) により互いに異なる 2 つの句構
造が構築される。
次に、素性の継承について議論する。 Chomsky (2005) はフェーズの主要部がすべての統語操作を
駆動するという仮定に基づき、時制素性と一致素性は C から T へ継承されると主張している。これは
(9) に示される。
(9) [cp [C Agree TenseJ [TP [T J [vp J J J 
14 
この C から T への素性の継承は A/A'の区別の要求によって動機付けられる。もし (10) にあるよ
うに、素性の継承が起こらないと、 XP の CP の指定部への移動は A 移動であるのか A'移動であるの
か判断できない。そうすると、 A/A'の区別の要求を満たせないことになる。
(10) [cp XPi [C [C Agree Tense EdgeJ [TP …九.JJ J 
一方、 (11) のように素性の継承が起こると、 T が A 移動を引き起こす。
(11) [cp [C J [TP SUbji [T AgreeJ [vp ti …JJJ 
41 
A 移動
この移動は (12) で示されるような Edge 素性によって引き起こされる A'移動と区別される。





第 2 章 The Small Clause Complements 
第 l 章で概観した極小主義プログラムの枠組みで、本章では小節の内部構造を扱う。まず、 (13) の
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節構造を提案する。
(13) [cp C [TP T [AspP Asp [VoiceP Voice [vp v [vP V [xp XJ J J J J J J 
(13) で、 AspP は進行相のーing を主要部とする機能投射である。 VoiceP は文の態を決定する機能投
射であって、受動文の場合、受動形態素 -en がその主要部となる。 XP は V によって選択されるすべて
の範時 (NP、 AP、 PP など)をあらわす。ここで、小節の内部構造に関して、 consider の小節補部は
VoiceP、 makel (小節の述部が動詞となる)の小節補部は AspP、 make2 (小節の述部が動詞ではない)
の小節補部は VP、 seem や become は小節を補部にとるのではなく、小節の述部を直接補部にとると
提案する。
まず、 consider の小節補部に関して、 (14) のように、 consider は VoiceP を選択する。
(14) we did not consider [VoiceP it a problemJ. (BNC) 
これは (15a， b) の対比によって支持される。
(15)a. We consider [this bed slept in by lepersJ. (Hayashi (1991: 12)) 
b. *1 consider D ohn sleeping on the bedJ. 
consider の小節の述部が動詞勾の場合、動詞は進行形ではなく、受動形でなければならない。これは
consider の補部が AspP より下の投射、 VoiceP であることを支持する。
次に、 makelの小節補部は AspP である。
(16) . .She' d makel [AspP him goJ. (BNC) 
この主張は、 (17a， b) の対比から支持される。
(17) a. John makesl [Bil be shelving books whenever the boss walks inJ. 
(Ritter and Rosen (1993: 536)) 
b. *We made [Mary clearly murder BilJ. (Kuwabara and Matsuyama (2001: 126)) 
makelの補部内の述部は進行形となることができる一方、その補部内に文副詞は生起できない。これは、
makelの補部が TP より下の投射、 AspP であることを示す。
また、 make2の小節補部は VP であると主張する。
(18) …there was enough left to [vP [V causative makeJ [vP it ti a good movieJ J. (BNC) 
(18) では、 VP が Vωωtive の補部として埋め込まれていて、小節補部の主語は VP の指定部、述部は V
の補部位置にある。 make2が使役化により、 V から Vcausative へ移動することにより、(18) の文が得ら
れる。この分析が正しいとした場合、 (19) における drugs は存在的解釈のみを持つという事実に説明
を与えることができる。
(19) The institute made [drugs availableJ. (Heycock (1995: 235)) 
(19) の構造 (20) にあるように、 drugs は available を含む最も深く埋め込まれた VP 内にある。
(20) The institute [vp [Vcausative madeJ [vp drugs ti availableJ J 
一時的述語の主語の無冠詞複数名詞が VP 内に生起する場合、それは存在的解釈を受けるという
Diesing (1992) の写像仮説により、 drugs は存在的解釈のみを受けることになる。
最後に seem と become は小節を補部にとるのではなく、小節の述部を直接補部にとると主張する。
(21) a. Morgan Grenfell [vp seems [AP happy J J. 
b. • • • you [vp became [AP suspiciousJ J. (BNC) 
この主張は (22) の一義性によって支持される。
(22) Someone seems sick. (someone>seem) ぺsomeone<seem) (Williams (1983: 293)) 
(22) で、 someone は seem よりも広い作用域をとる解釈のみを持つ。 (23) のように seem が述部を直
-147-
接補部にとる構造において seem は someone を c 統御しない。従って、 seem が someone よりも広い
作用域をとる解釈はない。
(23) [TP Someonei [VP ti seems [AP sickJ J J 
以上のことから、小節の内部構造はそれを選択する動詞に依存すると結論できる。
第 3 章 On Free Relative Clauses 
本章では、自由関係節の派生には what の -ever への移動が関与し、 what が投射した場合、名詞的自
由関係節が得られるが、標的の -ever が投射した場合、譲歩節が得られると主張する。自由関係節の構
造は (24) であると提案する。
(24) [NP or EverP whati [EverP -ever [cp ti [TP …ム… JJJJ
whatever における what と -ever は統語的に独立した要素であって、普遍量化詞の意味を持つ -ever が
自由関係節の主要部となっている。 what が基底の位置から CP の指定部へ移動した後、 -ever の指定部
へ移動することで、 what が普遍量化の意味を持つようになる。 what が -ever へ移動した際、 what は
lexical でありかっ XOの要素であることから、 (2) (ここで (25) として再録する)により投射できる。
その結果、 what の範時が自由関係節の範障となる。また、 (3) (ここで (26) として再録する)に従え
ば、移動の標的 -ever も投射できる。このようにして得られた節は -ever が副詞であることから副詞節
となり、譲歩の解釈を持つ。
(25) In lH， αf , H an LI, H is the label 
(26) If αis internally merged to ß, forming 1α ， ﾟ f then the label of ﾟ  isthe label of 1α ， fﾟ. 
(Chomsky (2005: 11)) 
このように、 what と -ever が投射する二つの自由関係節が (25) と (26) により派生される。 (27)
の自由関係節の例を考えよう。
(27) J ohn studies English wherever he is. 
この自由関係節は多義的である。一つは場所をあらわす読みで「彼がいるすべての場所」という解釈
である。もう一つは譲歩の読みで「彼がどこにいようとも」という解釈である。この多義性は where
が投射しても -ever が投射してもよいということから得られる。 (27) の構造は (28) である。
(28) [AdvP or EverP wherei [EverP -ever [cp ti [TP he is tJ J J J 
where が CP の指定部を経由して -ever の指定部へ移動する。ここで、 (25) と (26) により、 where





(29) a. . . . Bowater remains ready to move [AdvP [Adv wherever J the upturn in the b u s i n e s s i s 
sightedJ. 
b.…you buy [NP [N whatever J you want for baby J ,… (BNC) 
例えば、 (29a) において wherever は副詞であって、自由関係節全体の範時も副詞句となる。 (29a) の
自由関係節は (30) の構造を持つ。
(30) [AdvP wherei [EverP -ever [cp ti the upturn in the business is sighted tJ J J 




(31) a. 1'1 speak to whoever you' re willing to speak to. 
b. "'11 speak to whoever you' re willing to speak. 
(31b) は (32) の構造を持つ。
(32) speak [p [p to whoJ i [EverP -ever [cp ti you' re willing to speak ti J J J 
(32) で、句範障の to who が -ever の指定部へ移動し、投射しているが、移動した句範轄の投射は認め
られないため、 (31b) は非文となる。一方、 (31a) は (33) の構造を持つ。
(33) speak to [NP whoi [EverP 四ever [cp ti you' re willing to speak to ti J J J 
(33) で、 who が -ever の指定部へ移動し、投射する o who は XOの要素であるので投射できる。したがっ
て、 (31a) は文法的である。このようにして、 (31a， b) の相違が説明できる。
第三に、 (34a) のように、自由関係節は存在構文の be 動詞の後に生起できないが、 (34b) のように、
この位置にある wh 句を自由関係節化することは可能である。
(34) a. "'There was whatever Mary bought on the table. (Tredinnick (2005: 52) ) 
b. Whatever there was t inhis room must have been scary. (Grosu (1995: 141)) 
(34a, b) の構造は (35a， b) である。
(35) a. There was [NP whati [EverP -ever [cp ti Mary bought ti J J J on the table 
b. [NP whati [EverP -ever [cp ti there was ti in his roomJ J J must have been scary 
(35a) で、 what は -ever の指定部へ移動して普遍量化の意味を持ち、「強いJ NP (cf. Milsark (1977)) 
となる。この NP は存在構文の be 動詞の補部として生起できないため、 (34a) は非文となる。一方、
(35b) では、自由関係節の what は CP 循環の段階では普遍的解釈を持たず「強いJ NP ではない。し
たがって、 (34b) は文法的で、ある。
また、本章では whatever NP の自由関係節、 what の自由関係節、 what NP の自由関係節を扱い、
whatever NP と what の自由関係節には what の移動と投射が関与することが示される。
第 4 章 The Promotion Analysis of Comparative Clauses 
本章は、比較節の繰り上げ分析を提案する。 (36a) の比較節の構造は (36b) である。
(36) a. He was [ta11er than 1 wasJ. (BNC) 
b. [DegP -er [AP ta1j [cp [DegP tjJ i [C thanJ [TP 1 was tJ J J J 
Bresnan (1973 , 1975) 、 Larson (1987) に従い、 than は補文標識であると仮定する。さらに Abney
(1987) 、 Corver (1991, 1997a, 1997b) 、 Grimshaw (1991) 、 Kennedy (1999a, 1999b) に従い、形容詞
は Degree を主要部とする機能投射を持つと仮定する。 Degp の tall は CP の指定部へ移動する。次に、
AP の主要部 ta11 が移動し、 CP と併合する。ここで、 ta11 は lexical でありかつ XOであることから、 (25)
により投射できる。その結果、比較節全体の範時が形容詞句となる。最後に Degree の要素 -er が形容
調句と併合し、比較節が派生する。比較節の派生には Degp の移動が関与するという主張は (37) によっ
て支持される。
(37) "'The shapes were longer than 1 wondered whether they would be e. 
(Kennedy (2002: 558)) 
比較節内の空所は島のなかに埋め込むことはできない。 (37) の比較節は (38) の構造を持つ。
(38) [DegP [Deg -er J [AP longj [cp [DegP tjJ i than 1 wondered [cp whether . tJ J J J 
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(39)a・… it is [AP [A higher J than it was e a year ago], (BNC) 
b. r dbuy a typewriter [AdvP [Adv faster Jthan r dbuy a television set eJ. 
(Quirk et al. (1985: 1112)) 
例えば、 (39a) の high は形容詞であって、比較節全体の範時も形容詞句である。 (39a) の構造は (40)
である。
(40) [DegP -er [AP [A highjJ [CP [DegP tj 1 [C thanJ hp it was tia year agoJ J J J 
DegP が CP の指定部へ移動した後、形容詞句の主要部 high が移動する。ここで、 high は lexical であ
りかつ XOであることから、 (25) により投射できる。その結果、 high を主要部とする比較節が派生する。
したがって、比較節の繰り上げ分析は比較節の一致効果に対して原理的説明を与えることができる。
第二に、比較節において、束縛原理 C の効果が見られる。
( 41) *Mary is prouder of J Ohni than hei is. (Lechner (2004: 16)) 
(41)において、 he は John を指すことはできない。 (41)における比較節は (42) の構造を持つ。
(42) [DegP [Deg -erJ [AP proudj [cp [DegP proudj of JohnkJi [C thanJ hp hek is [DegP 
proud of JohnkJ i J J J J 
(42) において、 proud of J ohn が基底の位置から CP の指定部へ移動している。この構造において、
John のコピーが he によって束縛されている。これは束縛原理 C の違反である。従って、 (41) は非文
である。
第三に、比較節内に熟語が生起することができる。
(43) John takes it easier than Tom takes it e. 
比較節において、熟語 take it easy の解釈がなされる。 (43) の比較節の構造は (44) である。
(44) [DegP -er [AP easYj [cp [DegP tj l than [TP Tom takes it ti J J J J 












[ :tpresentJ T AspP 
|stime/¥ 
Asp vP 
•[ :t perfectJ ~\\ 
VP 
E time ~/\\ 
Reichenbach (1947) に従い、時制の解釈は発話時、基準時、事象時の組み合わせを用いて表されると
する。また、 Hornstein (1990) と Thompson (1996) に従い、 T は発話時を含み、 Asp は基準時を含み、
u は事象時を含むと仮定する。さらに、 Chomsky (2005) に従い、 C に時制素性[:t presentJ があると
する。時制素性[:t presentJ は発話時がある時間と同時またはある時間より後であると指定する。[:t
perfectJ は基準時がある時間と同時またはある時間より後であると指定する。[:t perfectJ が事象時と










」一一. T AspP 
Tense [ +prsJ ~ヘ\\
Asp vP 
[-prfJ ~\\ 
L一一~ I v VP 
head-head I ~ヘ\
head-head 
発話時、基準時、事象時の順序関係は[:t presentJ と[:t perfectJ の意味情報を合成することにより得
られる (cf. Kaneko 2004, 2005, 2006, Kaneko and Endo 2001) 0 [-perfectJ が事象時と主要部・主要部関
係に入ることで基準時が事象時と関係付けられる。[-perfectJ の意味情報により、基準時と事象時が同
時となる。 T へ継承された[+presentJ が基準時と主要部・主要部関係に入ることで発話時が基準時と
関係付けられる。[+presentJ の意味情報により発話時が基準時と同時となる。推移性により、発話時
と事象時が同時となる。そうすると (47a) の表示が与えられ、 (47b) の単純現在時制がこの表示を持つ。
(47) a. S,R,E 











Agr [+suffJ v VP 
|~\ 
head-head 




従って、一致素性[+suffixJ は T へ継承されなければならない。一致素性 [+su伍xJ の継承の例は (49a)
である。
(49) a. He plays games... (BNC) 
b. [cp C [TP he [T Agr [+su削 J [vp play gamesJ J J 
1. I
inheritance adjacency 
(49b) で、一致素性[+suffixJ が T へ継承され、動詞 play と主要部・主要部関係に入り、隣接関係を
形成する。その結果、一致素性が動詞と結合し、動詞が屈折する。
一致素性が[-suffixJ の場合、同一節内の動詞と隣接関係に入る必要はないため、その一致素性は T













(51) a. The doctor advised [that she remain in bed for a few more daysJ. 
b. •• .advised [cp [C that Agr [-suffJ J hp she T [vp remain in bed...J J J 
(51a) にあるように、仮定法現在節において動詞は屈折しない。 (51b) にあるように、この場合、一
っ“???
致素性が[-suffixJ であって、動詞と隣接関係に入るために T へ継承される必要がないことから、 C に
とどまる。 [-su伍xJ の一致素性は動詞と結合しないため動詞は屈折しない。
また、本章では非定形節の一致素性も[+suffixJ と[-suffixJ に分かれると主張し、ギリシア語におい




















第 3 章では、 wh司ever 型の自由関係節が分析されている。従来の分析と異なり、 wh 要素と ever 部分
は独立した要素であり、 wh 要素が関係節内から繰り上げられた後、移動された wh 要素が投射する場
合と移動の標的である ever が投射する場合があり、前者が通例の自由関係節となり、後者が譲歩の付
加詞節に対応することが示されている。
第 4 章では、比較構文における than 節および as 節が論じられている。これらの節でも関係節と同種
の繰り上げが適用され、移動された形容詞が投射すると考えることにより、これまで説明が困難であっ
た現象に自然な説明が与えられることが示されている。
第 5 章は、素性継承に関する第 1 章の提案が詳細に検証される。時制素性継承の動機付けが定形補文
の時制解釈であり、一致素性継承の動機付けは接辞的一致要素と補文動詞の隣接関係形成であるとする
独自の提案に基づき、補文標識 C による非定形節主語の格標示は 3 通りの一般様式に基づいてなされ
ると論じられ、不定調節、現在分詞節、動名詞節の主語の具現形式の検証により、この一般化の妥当性
が示されている。
本論文は、従来の研究による説明が不十分であった現象に対して、主として、統語構造構築における
???唱
Eム
範酵の投射様式と、節構造を決定する二つの機能範時間の素性の継承様式の観点から、数々の独自の提
案を含む分析を行い、より妥当性の高い説明が可能となることを示した。これは、言語理論の進展に対
する貢献であるとともに、実証的英語統語論研究に対する優れた貢献となっている。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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